




地域のグルメを
楽しめるイベント

田んぼアート

京都丹波フェアらしい
シンポジウムや講演など

伝統芸能、祭事
などの文化体感

多様な主体との
協働による作品

史跡や食を巡るサイクル
ツアー、グルメツアー

健幸緑花のまちを
PRする事業

京都丹波地域の
眺望を楽しむ場

山野草展の開催

京都丹波の自然素材を
使ったアート

わち山野草の森

N

背景出典）国土地理院

丹波自然運動公園

N

背景出典）国土地理院

園部公園

N

背景出典）国土地理院

国際交流会館

京都府立丹波自然運動公園および周辺（京都丹波のグルメ・イベントを楽しむ拠点）の
事業展開イメージ

地域の食や、花や緑の普及啓発をはじめとした地域の魅力を伝える多様なイベントを通じて、人が集まり、交流

し、地域の魅力を満喫する拠点

地元産材を使った小・中学生
のプランター作品

地域住民による菊花展

園部公園および周辺（京都丹波の歴史・文化を知る拠点）の事業展開イメージ

わち山野草の森および周辺（京都丹波の植物に触れる拠点）の事業展開イメージ

歴史を感じさせる落ち着いた修景の中で、多様な主体による屋内展示やコンテンツを楽しむと共に学びを深め、

京都丹波地域への愛着を深める拠点

京都丹波地域の豊かな緑・多彩な植物との触れ合いを通じて植物の豊かさ、大切さを学ぶと共に京都丹波の魅力

に触れる拠点

みどりのトンネル

山野草理解を深める
イベント

地元産材を使った
小・中学生のプランター作品

地域のグルメを楽しめる
ミニイベント

アート作品
イベント

ー 5 － ー 6 －

※フェアスポットは未決定

フェアスポット

計画方針

• フェアスポットは、これまでのキャンペーンなどでピックアップされた施設や場所に加え、地域住民だから

こそ知っている京都丹波の魅力を表現するスポットを収集し、地域性や回遊性などを考慮しながら、一定の

ストーリーのもと、歴史や文化、その地域ならではの魅力に触れ、認知を深めるような仕組みを目指します。

• 京都丹波をより印象深く感じてもらうための体験価値の向上に向けて、交通輸送計画、協働推進計画、広報

宣伝計画などと連携し、フェアスポットごとの魅力に留まらず、京都丹波地域全体の魅力として効果的に伝

えます。

展開イメージ

• フェアスポットのストーリーとは、京都丹波地域全体または地域ごとの魅力の「なぜ」を空間軸や時間軸で

魅せる物語を持った文脈のことを指し、フェアスポットを単なる場所の集まりではなく、意味のあるつなが

りを持った体験として提示するための枠組みとします。

• ストーリーは、フェアスポットにおける体験や京都丹波の周遊プランの構築も見据えて設定し、各計画と連

携することでより効果的なものとします。







全国都市緑化フェア in 京都丹波推進協議会事務局

〒621-8501 京都府亀岡市安町野々神８番地

TEL：0771-21-8301

E-mail：ryokka-fair@city.kameoka.lg.jp

お問い合わせ

住民有志
NPO

地域外の応援者

○名誉会長

○顧問等 ○コーディネーター ○参与

○委員 (造園・園芸・緑化活動団体、文化・芸術団体、経済・観光団体ほか)

第４３回全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波実行委員会

実行委員会事務局

○会長 ○副会長 ○監事

協働

連携

項 目 2024（令和6）年度 2025（令和7）年度 2026（令和8）年度

計画策定等

事業推進

会場整備

実行体制 実行委員会設立
第1回総会

基本計画 実施計画 開催準備

持
続
・
継
承
・
発
展

事業推進 ※可能なものから随時着手

既存の催事・イベントなどをプレ事業として実施

第2回
総会

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

第3回
総会

第4回
総会

各フェア拠点・スポットで、
試験植栽・栽培などから適宜着手

ー 11 － ー 12 －

１３ 飲食・物販計画

• 生産者や飲食店、民間事業者などと連携・協力して、地域の農産物や特産品などを使用した京都丹波ならではの

魅力ある飲食・物販サービスを提供します。

• 各フェア拠点のコンセプトを踏まえ、京都丹波らしい魅力的な飲食・物販サービスを提供します。

• 広報宣伝計画などとの連携により京都丹波地域の農産物や特産品などを効果的にPRし、「京都丹波」の認知拡大

を目指します。

• フェア拠点における出店者のみならず、京都丹波地域の民間事業者、団体などへ波及効果が拡大するよう働きか

けます。

• 会場における使い捨てプラスチックごみの削減など、来場者や出店者などにも協力を求め、環境に配慮した運営

に努めます。

計画方針

１４ 協賛計画

• 多様な企業や団体などが京都丹波フェアを通じて社会貢献事業のPRができるよう、参加協賛の最大化を図ります。

• 多様な企業や団体などが京都丹波フェアへ積極的に参加できる仕組みづくりを行います。

• 京都丹波フェアの特性をいかした、地域外からの協賛を呼び込む枠組みを設定し、積極的に推進します。

計画方針

展開イメージ

区 分 協賛内容

直接的
支援

協賛金 京都丹波フェア全般に係る費用の一部となる協賛金の提供

物品提供 京都丹波フェアの運営に必要な物品やノベルティなどの無償提供

資材提供 京都丹波フェアで展開する各コンテンツの実施に必要な資材の提供

間接的
支援

催事 会場における催事の実施、運営および無償タイアップ

出展 庭園や花壇、パネル、映像、環境技術展示などの出展

役務 參加交流催事や会場設営、運営管理などへの人的支援(作業協力、技術指導など)

広報宣伝
広報物の無償掲示や設置場所の無償提供、PR催事やキャンペーン活動に関わる無償

タイアップ

フェアスポット 施設やサービスなどの利活用の連携

１５ 事業推進計画

• 約6億円（主催者の支出額で、公園整備費など京都府や各市町の支出額は除く）

事業推進体制

事業スケジュール

事業費


